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自由文内容の要旨

リ-7ン計盆gl!，そのリ γチテンソ ルSがgのスカ ラー傍となるとき， 7インシュタイ ン計量と呼

ぶ。アインシュタイン計量をすべて求めるという問題は非常に困難である。更にいくつかのパラメー

タを持つ7インシュタイン計量の族はほとんど知られていない。

定義 コンパクトな7インシュタイン多機体 (M，g)は，gの近くのアインシユダイン計量g'がす

べてglニ相似になるとき，同日性を持つとい う。

本論文では第一の問題として「ほとんどのアインシュタイン計量は剛性を持つJという予想に対し

て，(M， g)が局所対称、空間である場合に一つの解答を与えた。

定理 1 2次元の成分を持たない非コンパクト型局所対称空間は剛性を持つ。

定理2 単連結コ ンパクト既約対称空間は5種を除いて岡Ij性を待つ。

本論文で扱った第2の問題は全数曲率に関するものである。コンパクト$縁体Mを固定し，M，をM

の上の体積1のリー7ン計量全体からなる空間とする。リー7ン計量 glこ対し，数曲率のM上での積

分を全数曲率という。全数曲率をM，上の関数TとみなせI!，gが7インシュタイン計量であることと

gがTの停留点であることは同値である。そこでTの2階微分HessTを問題とする。 Cを定数曲率の

リー7 ン計量からなる空間とすれば，単位球面を除〈アインシュタイン計量の近くでGI!M，の部分多

機体となる。

定義 M上のアイ ンシュタイン計量gl!，Hess (TIG)が自明な方向を除いて負定値となるとき安

定であるという。

アインシュタイン計量の安定性に関して.非コンパクト型の局所対称空間については参考論文で既
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に結果を得ていた。本論文ではコンパクト型について，新しく，安定な例をいくつかあげた。

論文の審査結果の要旨

多様体上のリーマン計量は，そのリッチ・テンソルが計量テンソルに比例するときアインシュタイ

ン計量とよばれる O アインシュタイン計量をもっ多様体については近年多くの研究がなされているが，

この計量の変形の可能性についてはBerger-Ebinによって研究が着手され，その後小磯君などによっ

て論じられている O

本論文で小磯君は，以前に行った負定値リッチ・テンソルをもっアインシュタイン計量の剛性に関

する一般的研究の継続として，対称空間の標準的アインシュタイン計量について詳しい研究を行った。

Mを連結コンパクト多様体とし， gをM上のアインシュタイン計量とする o 本論文の第一の主要結果

はつぎの通りであるO もし (M，g)の普遍被覆空間が 2次元既約成分をもたない非コンパクト型対

称空間であるか，または論文中にあげられた持定の五つの型以外の既約コンパクト型対称空間であれ

ば，計量gは剛性をもっ。つぎに，M上のリーマン計量 gに対して，その全数曲率を対応させて，こ

れを gの関数とみれば，アインシュタイン計量とはこの関数の臨界点に他ならない，この事実に基づ

いて，小磯君はアインシュタイジ計量 gの安定性を自然に定義し，つぎの第2の主要結果を得た。 (M，

g)の普遍被覆空間が論文中にあげられた10種類の型以外の(球面を除く)既約コンパクト型対称空間

の場合， gは安定で、ある o

本論文の研究は，アインシュタイン計量の剛性と安定性を，対称空間について体系的に行ったもの

で，そこには多くの独創的な手法の開発もみられ，今後のアインシュタイン計量の研究に資するとこ

ろも多く，高く評価される O よって，本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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